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みんなが支え合う　自然と歴史の安佐北区

区報あさきた
2.1号 安佐北区の人口／ 143,946人（1,517人減）

安佐北区の世帯数／ 65,972世帯（186世帯増）
令和元年12月末現在（前年同月比）

安佐北区　
ふれあいマラソン大会

　区は、「区の魅力と活力向上推進事業」として、地域の特
性を生かした個性豊かなまちづくりなど、地域の魅力向上
につながる住民主体の活動を支援しています。
　今回は、同事業の補助金を活用し、可部の歴史ある古民家
や町並みを残すため、活動を行っている団体を紹介します。
問地域起こし推進課（☎819-3904、F815-3906）

参加者募集

① 区の魅力と活力向上推進事業
対３人以上で構成する団体が下のいずれかのテーマに沿い、３年以上継続的に行う区内でのまちづくり活動
●ふるさとの自然発見　 ●ふるさとの歴史・文化発見　
●まちなか元気づくり　 ●地域のきずなづくり　
●実りの里づくり　　   ●災害に強いコミュニティづくり
② 商店街活性化事業
　商店街などの団体が活性化を図るため、３年以上継続的に行う
新たな活動に対し、補助金を交付します。

補助
年度

対象経費に
対する補助率

補助限度額
① ②

初年度 ３分の２以内 100万円 70万円
２年度目 ２分の１以内 70万円 50万円
３年度目 ３分の１以内 35万円 30万円

③ “まるごと元気”　地域コミュニティ活性化事業
対町内会・自治会、子ども会または社会福祉協議会が、新たに主体的・
継続的に行う以下の活動
A地域活性化プラン作成　B空き家などを活用した交流拠点づくり
C空き地を活用した菜園・花壇づくり　
Dプラチナ世代（おおむね55歳以上）・リタイア世代などの地域デビュー支援
E交流拠点でのネットスーパー利用の環境づくり　F住民勉強会の開催
G他の地域などとの交流を図る活動の実施　
H子どもたちの思い出づくりの取り組み
Iその他地域の活性化に役立つ地域独自の取り組み

活動 補助年度 対象経費に
対する補助率

補助
限度額

A・B（一括補助） 全額 50万円

C～I

初年度 全額 10万円
２年度目 ５分の４以内 ８万円
３年度目 ５分の３以内 ６万円
４年度目 ５分の２以内 ４万円
５年度目 ５分の１以内 ２万円

応募方法   　　所定の新規・継続申請書（事業計画書、収支予算書な　
　ど）を、２月３日㈪から、①・②は２月20日㈭、

③は２月28日㈮までに地域起こし推進課（☎819-3904、F815-3906）へ
※申請書類や応募の手引きは、区役所や区内公民館で配布しています

うになりました。そこで、古民家の知識を持つメン
バーが加わり、古民家を有効活用する仕組みづく
りとして、「可部古民家情報バンク」を始めました。
　同会の貴

き ぶ ね

船一
か ず き

樹さん（41・下写真）は「空き家にな
る古民家の数は年々増加しています。一方で、若
い人から古民家に住みたい、古民家
でお店をしたいといった話をよく
聞きます。そんな人と古民家をつな
ぎ合わせて、将来に可部の大切な町
並みを残していき、古民家の管理で
困っている人の助けになるような活動にしたいで
す」と話します。
　さらに貴船さんは、地域の悩みごとを発見しや
すくするため、「かべ空き家古民家応援隊」を立ち
上げ、現在17人で活動しています。定期的に古民家
についての勉強会や、町での現地調査を行ってお

り、応援隊の皆さんは
「価値観を押し付ける
のではなく、それぞれ
の暮らしに合った古
民家の残し方を提案
したい」「古民家を残
したいと思っている人に頼ってもらえる存在にな
れたら」と活動への意欲を話します。

対区内に在住か通勤・通学の人で、３月１日時
点で79歳以下の人。また、２㌔・３㌔の部は30
分以内、５㌔の部は40分以内に完走できる人
日３月８日㈰午前10時スタート（雨天決行）
【スタート／ゴー
ル】区スポーツセ
ンター（深川二丁
目50‒１）

　可部地区では、今年度から「可部古民家情報バン
ク」がスタートしました。これは「区の魅力と活力
向上推進事業」の補助金を活用した住民主体の取
り組みで、地域の魅力である歴史ある町並みを将
来へ残していくため、古民家の管理・維持の悩み
を解決し、古民家の有効活用をサポートする活動
です。古民家に関する困りごとや、古民家を売りた
い、買いたいといった情報を集約し、利活用方法を
家主と一緒に考えます。
　この活動を始めたのは「可部夢街道まちづくり
の会」。同会は、毎年10月に「可部の町めぐり」を開催

するなど、可部の旧街道を中心
とした魅力発信に取り組んで
います。活動をする中で、古民

家に関する悩みを耳にし、歴史ある古民家を将来
へ引き継いでいく手助けができないかと考えるよ

可部地区での古民家調査

※ファミリーの部以外１人１種目まで
￥600円（ファミリーの部は１人400円）
申所定の申込用紙に参加費を添え、２月25日
㈫までに区スポーツセンターへ。申込用紙は
同センター（☎843-4999、F843-4998）で

を受け付けます来年度の 助補 金 交 付 申 請

　区の魅力と活力向上推進事業は、自立した活動
になるよう、３年間補助金を交付し、４年目以降
は補助金に頼らないまちづくり活動を支援しま
す。今回紹介した団体は、ホームページやパンフ
レットの作成に補助金を活用し、広告収入などを
活動資金として取り組んでいます。

まちづくりのアイデアをお持ちの人は、
地域起こし推進課までご相談ください

古民家についての勉強会

距離 種目（対象者）

２㌔ ファミリーの部（４歳以上小学生以
下と保護者。１チーム５人以内）

３㌔
小学生の部（小学生の男女）
中学生の部（中学生の男女）
一般の部（高校生相当年齢以上の
男女）

５㌔ 一般の部（中学生以上の男女）

旧街道の往来を静かに伝える  この町で想いをつなぐ

したいと思っている人に頼ってもらえる存在にな

かべ空き家古民家応援隊の皆さん

困っている人の助けになるような活動にしたいで

昨年の様子


